
 

 

  

 ７月に入り、１学期の登校も残り１３日となりました。６月３０日は 

１年の折り返しとなる「ハーフタイムデー」と呼ばれ、令和５年の半年を振り返り、目標を再確認

するという意味があるそうです。学校では、これから令和５年度１学期を振り返り、目標を再確

認する時期となります。併せて２学期最初に計画している体育祭の準備も着々と進めていきます。 

 

 ７月５日（水）は７月の学校公開日です。今回は、２部に分けて「ひまわり教室」（講師：小浜

警察署生活安全課少年補導係）を参観いただきます。目的は次のとおりです。 

 

 

 

 SNS などのコミュニティーサイトでは、友達や同じ趣味を持つ人との交流や情報交換など、たく

さんの楽しみがあります。ですが、そこには「危険」もたくさん潜んでいます。また、昨今のネッ

ト・SNS 犯罪は地域や時間を選びません。だからこそ、正しいインターネットや SNS の使い方につ

いて学び、正しい知識を持ち適切な行動がとれるようにしていくことが事故に巻き込まれること

を防ぐ対処法の１つになるでしょう。ぜひ、お子さんといっしょにお聞きいただき、ご家庭の話

題として取り上げていただけると幸いです。 

 

 ５月２６日（金）に『交通安全教室』を行い、正しい自転車の乗り方を確認しました。 

６月２２日（木）に地震からの火災を想定した『避難訓練』を行いま

した。事前に告知してあったこともあり、子どもたちは「おはしもて」

を意識してスムーズに避難することが出来ました。ともに、「命」を守

るために必要な知識や行動力を身につける大切な活動です。生活の中で

いつでもどこでも対応が出来るようになってほしいと思います。 

 

とある日の新聞記事から。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

自然災害や事故・事件は、「まさか･･･」と想定していないときに起こりがちです。そう考える

と、『ひまわり教室』や「避難訓練」を通した安全学習や危険回避 

能力を高める訓練はもちろんのこと、想定外を想定するところま 

で踏み込んでいかなければ「命」を守ることは難しいと言えます。 

そう考えると、今後はますます教師も子どもたちも「危険予測力」 

を高めていかなければならないと考えています。 
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令和５年７月４日 

インターネットや SNS を利用する機会が増える夏休みを前に、子どもたちが事故に巻き込ま

れることを防ぐため、正しいインターネットや SNS の使い方について学び、実生活に生かす。 

 

「福井地震から７５年目」 

１９４８年６月２８日午後４時１３分。現在の坂井市丸岡町を震源に激震が襲った。･･･ 

地震発生時は夕飯どき。どの家も釜で米を炊き、銭湯もまきで沸かしていた。住宅が密集する

丸岡中心部は火災が相次いだ。･･･（６月２６日 福井新聞より） 

 

 

「下校児童の死傷事故から２年」 

２０２１年６月２８日。千葉県八街市で下校中の小学生の列にトラックが突っ込み、５人の小

学生が死傷した事故が起こった。･･･ 直線道路のため飲酒後の居眠り運転のトラックが突っ

込んでくることは想定していなかった。･･･（６月２６日 日本教育新聞より） 

 



ＰＴＡ救急法講習会 
 ６月５日付けでご案内しましたとおり、今年度の「夏休みプール開放」を１０回計画していま

す。また、例年のように暑さのために中止とならないように、時間を９：００～１０：３０と早め

に設定されました。子どもたちの大好きなプール開放が夏休みの良き思い出の１つになってくれ

たらと願っています。 

それにあわせて、一家族２回の監視当番をお願いすることになります。よろしくお願いいたし

ます。なお、７月７日（金）は七夕の夜ですが、１９時より

「ＰＴＡ救急法講習会」が計画されています。特に、監視当

番でお世話になる皆さんには「まさか･･･」の時に迅速かつ適

切に対応できるスキルを身に付けていただきたいと考えて

います。講習会にて消防士の方から予測される事態を聞いた

りそれぞれのケースに応じた対応のスキルを体得したりし

ていただきたいです。趣旨をご理解いただき、監視当番を予

定されておられる方のご参加をお願いいたします。                  

（昨年度の様子より） 

 

われらが母校 中名田小学校 
 ＰＴＡ活動の１つである広報委員会を中心に発刊される PTA 広報誌「なかなた」のご挨拶の原

稿を書く時期となりました。そこで、過去の校長先生方の原稿を読み返していたらある文章に目

がとまりました。それは平成２１年度３月号、当時の中川校長先生のご挨拶の最初の１文です。 

 

平成２２年３月１９日は、創立１３７年目を迎える中名田小学校の卒業証書授与式の日です。 

 

ということは、『今年は創立何年目だ？！』と思わず調べ始めてしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記の通り、令和５年度は創立１５１年目ということになります。つまり、昨年度（令和４年

度）は節目である創立１５０年目でした。昨年度紹介してあげれば良かったと後悔しています。

不徳の致すところです。 

なお、広報誌の表紙にはＰＴＡ会長様からのご挨拶が掲載されていました。一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 現在の中名田小学校に願いは届いているでしょうか･･･。ちなみに、当時のＰＴＡ会長様は現在

ふるさと学習で｢山班｣のアドバイザーとして大変お世話になっている上田区の岡さんでした。 

明治 ６年度 篤行尋常小学校を創立 薬師堂及び加茂神社社務所を教室に充当 

        （通学区 和多田・上田・下田） 

       小屋区に小屋小学校、深谷区に懐仁小学校を創立 

平成２１年度 中川校長時     → １３７年目 

 

令和 ５年度 現在の中名田小学校 → １５１年目 

私が中名田小学校児童だった頃の『私たちの誓い』前文に、｢私たちは田村の子です。

天地の恵み 父母の慈しみ そのほかにも 見知らぬ大勢の人々のご恩 よき師よき

友に恵まれ･･･｣という一節がありました。現在の中名田小学校にあてはまりますし、

今後もそうあり続けてほしいと願います。 

 


